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１．はじめに 

 

情報通信研究機構(NICT)ではＰＣベースのＶＬＢＩ端末「K5/VSSP（旧称 IP-VLBI）」の後継機

としてチャンネルあたりのサンプリング周波数の上限を 16MHz から 32MHz に拡大した K5/VSSP32

サンプラーユニットを新たに開発している。ＰＣとのインターフェースに K5/VSSP ではＰＣＩバ

スを採用していたが K5/VSSP32 では USB2.0 を採用したため、いわゆるノートＰＣでもＶＬＢＩ

観測が可能である。本報告では開発中のシステムの仕様および概観を示すが、講演時には

K5/VSSP32 を使用したフリンジテスト結果についても報告する予定である。 

 

２．仕様および概観 

 

 K5/VSSP32 システムと K5/VSSP システムの仕様の比較を表１に示す。大きな違いはサンプリン

グ周波数の上限で、K5/VSSP32 では 32MHz に引き上げられているが、設計上は 64MHz も可能であ
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る。ＰＣとのインターフェースは K5/VSSP32 では USB2.0 を採用しており、これにより記録時間

の制限は生じるがノートＰＣでもＶＬＢＩ観測が可能である。１ユニットあたりの安定最大デー

タレートは K5/VSSP32 では 256Mbps を目標としており、４ユニット（４ＰＣ）を使用した１６チ

ャンネル観測時に最大データレート 1024Mbps での観測をサポート予定である。図１に概観の比

較を示す。図２は K5/VSSP32 の４ユニットを収納するケースの概観である。 
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図 1 概観の比較 

 
 

 K5/VSSP32 用デバイスドライバーは

linux カーネル 2.6 をターゲットとして開

発が進められているが、K5/VSSP システム用

に開発されたソフトウェア資産を有効活用

できるようコマンドレベルでの互換性を考

慮した開発が進められている。 

 

３．終わりに 

 

K5/VSSP32サンプラーユニットはUSB2.0イ

ンターフェースの採用により、K5/VSSP で達

成された汎用ＰＣによるＶＬＢＩ観測の世

界を更に拡げるシステムとして期待される。

例えば、ノートＰＣによるＶＬＢＩ観測も可能となるであろう。さらに、ＶＬＢＩ観測だけでなく、

汎用の科学データレコーダとしても活用されることが期待される。なお K5/VSSP32 の開発には日本通

信機株式会社が携わった。 

図 2  K5/VSSP32 ４ユニット収納ケース 
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